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　 マ イ ク ロ イ メ ー ジ は、TNTmips や TNTserver、

TNTsim3D、TNTatlas などの製品の使い方について広範

囲な知識や情報を持っていますが、このような膨大な量

の情報があることをつい忘れてしまいがちです。そこで

マイクロイメージは、ユーザにそれらの情報リソースを

思いおこさせるため、TNT 製品の場合 20 回に 1 度、ま

た TNTlite では毎回起動する度にそれらの情報ベースに

アクセスできるようにしています。この知識ベースは、

チュートリアル、テクニカルガイド、クイックガイドの

3 つのカテゴリに分かれています。起動時の情報案内は、

各カテゴリ毎に 20 回に 1 回の割合で現れ、該当するカテ

ゴリに属するドキュメンテーション全てにアクセスする

ことができます。4つ目の起動ページは、マイクロイメー

ジのニュースページの RSS を発信しており、他の 3 つの

カテゴリの最新情報や、TNT 製品のメニューの翻訳の最

新状況やオンラインマップに関する追加トピックなどに

ついて最新の情報を提供しています。これらのニュース

は最新のニュースから始まり、過去 9 日間のニュースま

で遡って表示しています。［週に 1 度だけニュースを表

示（Only show news once per week）］トグルにチェック

を入れていなければ、新しいニュースがあるたび毎にこ

のニュースページが起動時に現れます。ニュースがすで

に表示されたり、他の 3 つの案内情報が表示される時は

ニュースページは表示されません。TNTlite では、起動

する度に新しい RSS ニュースと他の案内情報が交互に現

れます。過去のニュース記録が見たい場合は［More News

（ニュースをもっと）］ボタンをクリックして、マイクロ

イメージのウェブサイトのニュースページに直接アクセ

スして下さい。休日を除く月曜から金曜に新しいニュー

スが掲載されます。

　チュートリアル（自習書）は、

TNT 製品の使い方について段階

を追って教えてくれます。テク

ニカルガイドは新機能について

解説しています。クイックガイ

ドはハウツーと便利なティップ

右図は TNT 製品の起動時に目にする
4 種類ののウィンドウです。チュー
トリアルの案内情報の青色の文字を
クリックすると、TNT 製品がインス
トールされている場所から冊子が開
きます。インストールされていない
場合はマイクロイメージのウェブサ
イトにあるチュートリアルが開きま
す。テクニカルガイドやクイックガ
イドの案内ページの各項目は、マイ
クロイメージのウェブサイトの個別
のガイドにリンクしています。RSS
ニュースのタイトルとサムネイルは、
マイクロイメージのウェブサイトの
中の対応するドキュメントにリンク
しています。

スを短く説明しています。クイックガイドには 2 つの形

式があり、1 つは目次付の冊子として集められたもので、

目次から特定のクイックガイドにリンクしています。も

う 1つはバラバラのものです。テクニカルガイドや個別の

クイックガイド、RSS ニュースへのアクセスにはインター

ネット接続が必要です。インターネットを使ったアクセ

スは重要になります。というのは、テクニカルガイドや

クイックガイドは TNT 製品の機能の追加と同じペースで定

期的に更新されているためです。TNT 製品と一緒にチュー

トリアルをインストールした場合、ハードディスクなどの

ドライブから直接開くことができます。これらの起動ペー

ジは全て、TNT 製品のメニューバーの［ヘルプ］メニュー

からいつでも開くことができます。［ヘルプ］メニュー

には 2 つの検索オプションがあり、マイクロイメージの

情報ベースに簡単にアクセスすることができます。［検索

（Search）］は作成されている索引を使ってドライブにイン

ストールされたドキュメントを検索します。［ウェブ検索

（Web Search）］はマイクロイメージのウェブサイトのサイ

ト検索のページにジャンプして、対象のキーワードを使っ

てサイト全体や、リリースノートや新機能、ここで紹介し

た他の情報カテゴリを検索します。

　すでに説明した TNT 製品固有の情報に加え、マイクロイ

メージでは私達ソフトウェアエンジニアに興味のある約

2,000 の記事や論文を保管しており、これらの論文の索引

をオンラインで提供しています。［サイト全体］の検索を

使うと、タイトルまたは著者でこの技術情報に対する参照

文献を見つけることができます。著作権で保護されている

論文が多いので、原論文は各自で入手して下さい。


